
4 

  

 出生～ 

2 歳未満 

2歳～6歳 

（幼児期） 

学 齢 期 小学校 

低学年 高学年 

児
童
福
祉
・ 

障
害
福
祉 

身
体
障
害
者
手
帳 

 

申
請 

児童発達支援 

子ども発達支援センター 

しいのみ学園  

児童相談所  

障がい児保育/一時保育 

＊療育手帳申請 

・放課後等デイサービス 

・居宅介護 ・行動援護 ・移動支援 

・短期入所  

・訪問入浴  

・在宅一時介護助成 

 

保
健 

母子健康教育・健康相談・家庭訪問  

健康診査(4 か月・9 か月・1歳 8 か

月・3歳 6 か月)、発達ふれあい相談な

ど健診後の相談、予防接種など 

  

医
療 

未熟児医療 

こども医療（中 3 の 3月末まで） 

＊児童精神科の受診や訓練 

＊歯科治療に備え、かかりつけ医を持つ 

保
育
・
教
育 

  

 

 

学校見学や就学相談 

 

 

 

 

 

 

 

・中学校見学や相談 

子
ど
も
の 

暮
ら
し 

つ
ど
い
の
広
場
や

児
童
セ
ン
タ
ー
の

利
用 

・保育所や幼稚園 

・療育や生活訓練 

・家族との時間が多い 

・親の目の届く範囲での

活動 

・療育や生活訓練 

・習いごとやスポーツ 

・好きなことや得意なことを 

増やす。いろいろ経験する。 

・わかりやすい環境を整える 

・母子分離。入浴や持ち物

の用意、ひとりで寝る、親が

代弁しないなど、物理的・

心理的にも離れる。 

・余暇活動や趣味の充実 

子
ど
も
の 

よ
う
す 

 

 ・いろいろなことがわから

ない。混沌としている。 

・どうしたらよいのかわか

らないから泣いたり騒い

だりする。 

学校生活 

～学校に慣れる時期～ 

・大きな集団で過ごしている

こと自体が緊張してストレス

を感じている。疲れやすい。 

・学校に慣れてくるといたず

らや困った行動が現れる場

合もある。 

～思春期の入り口～ 

・指示されることを嫌がる。 

・2次性徴により体が変化 

・幼少期の多動は治まる 

が、思春期特有の戸惑い

や不安が高くなり、衝動的

に行動することがある。 

親
の
活
動 

暮
ら
し 

ひ
と
り
で
抱
え

ず
相
談
す
る
。

心
と
体
の
休
息

も
大
切 

・親の会やサークルのイベ

ント、特性や手立てを学

ぶ講座に参加 

・親自身の休息 

・講演会や勉強会・交流会への参加などで知識を得る 

・特性への手立てや思春期の親子関係への心構えを学ぶ 

・仕事を始める人も多くなる 

 

保育所・認定こども園 

ライフステージ別にみた 

重度医療・難病・特定疾病 

 

幼稚園 

通常学級・通級指導教室・特別支援学級・特別

支援学校 ・個別の教育支援計画 
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 学  齢  期  

高校など 青年期以降 
中学 

福 

祉 

 

 

・放課後等デイサービス 

 

 

 

 

 

・事業所の見学や実習 

・進学の準備 

 

【日中活動】 

生活介護、就労継続支援

(A型・B型)、就労移行支

援、自立訓練、地域活動支

援センター 

保
健 

  

 

・健康診査や相談 

・医療と繋がり健康に気遣 

う 

医
療 

 

 

 

こども医療(中３の３月末まで)          

＊精神科の受診 

 

 

 

＊かかりつけ医を持つ(障害年金
の申請は医師の診断書が必要) 

 

 

教 

育 

・通常学級 

・特別支援学級  

・通級指導教室   

・特別支援学校   

・個別の教育支援計画 

・受験する場合は説明会参加等 

・特別支援学校高等部 

・高等特別支援学校 

・高等学校(公立・私立) 

全日制、定時制、通信制、 

普通科、専門科、総合科、 

学年制、単位制  

・高卒認定試験、サポート校 

・職業能力開発センター 

・専門学校、大学 

⇒進学の場合、学校への 

配慮を求めるかどうか 

本
人
の 

暮
ら
し 

・学校生活・学外生活 

・余暇活動や趣味 

・ひとりまたは友人と外出 

 

・学校生活・学外生活 

・余暇活動や趣味 

・卒後に向けての自主通学 

・お金をもらう・使う経験 

・日中活動の場や就労 

・生涯学習,スポーツ,余暇 

活動,地域での交流 

・給料や年金での収入保障 

本
人
の 

よ
う
す 

   

の 

よ
う
す 

・思春期に入り体が変化してくる 

・イライラして感情や欲求が高まる 

・周りと自分の違いに気づく‥ 

・親の言うことはことごとく反発する 

・卒後の漠然とした不安 

・悩むことが増える 

・異性に興味が出てくる 

・SNSやゲーム大好き 

・好きなことができると幸せ 

・好きなことのために仕事に 

通い、報酬を得る。 

 
 

親
の
活
動
や 

 
 

 
 

暮
ら
し 

・子どもとの精神的な分離 

・思春期・卒業後の進路等の講演会,勉強会・交流会への参加 

・卒業後のことも踏まえ、デイありきの就労や生活を見直す時期 

・事業所への見学や障害者雇用に関する知識などを得る 

・自分自身の健康や親の介護問題などが出てくる 

・親自身の健康管理 

・成年後見制度や障害年 

金の勉強会への参加 

・子どもがどんな暮らしをする 

のかを具体的に考えていく 

 

 

 

三郷市の支援や子どものくらしについて 

重度医療・難病・特定疾病 

・居宅介護 ・行動援護 ・短期入所 ・移動支援・訪問入浴 ・在宅一時介護助成 
 

＊歯科にて親知らずの抜歯や、それに伴う検査をする場合も。 
ii 

卒業してから、体重が増える。スポー

ツや外出の機会が減る人も多い。 

 

福祉サービスを利用している場合、 
18歳になる時に医師の意見書が必要 

通信制高校の補助的
役割がサポート校 


